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タンチョウも住みやすい環境整備のため、 

当面の間、舞鶴遊水地への立ち入りを制限させていただきます 
～タンチョウを静かに優しく見守ってください～ 

札幌開発建設部では、生態系ネットワーク構築に向けた取組の一環として、長沼町と連携し、

有識者や地域の多様な主体が参画する「タンチョウも住めるまちづくり検討協議会」を設立し、

タンチョウも住めるまちづくりに取り組んでいます。 

今般、舞鶴遊水地内において、タンチョウが繁殖に成功し無事に雛が生まれていることが確認

できました。 

同協議会のご意見も踏まえ、タンチョウにストレスを与えず安心して繁殖行動ができるような

環境を維持することが妥当と判断し、当面の間、舞鶴遊水地の一部の敷地への立入りを制限させ

ていただいています。見学されるみなさまは、鳥の駅マオイトーの周辺から優しく見守って頂き

ますようお願いいたします。 
＜これまでの取組＞ 

札幌開発建設部では、生態系ネットワーク構築に向けた取組の一環として、長沼町と連携し、有

識者や地域の多様な主体が参画する「タンチョウも住めるまちづくり検討協議会」を設立し、タン

チョウも住めるまちづくりに取り組んでいます。 

取り組み開始から５年目となる今年、初めて舞鶴遊水地内においてタンチョウの繁殖行動を確認

しました。 

＜タンチョウを観察する際の注意事項＞ 

タンチョウは警戒心が強く、特に繁殖期は人が近づくと強いストレスを与えるおそれがあります。 
舞鶴遊水地内でタンチョウの繁殖行動が確認されたことを同協議会に報告し、いただいたご意見も踏ま

え、タンチョウが安心して繁殖行動を続けられるよう、当面の間、舞鶴遊水地の一部の敷地への立入りを

制限させていただいています。見学されるみなさまは、鳥の駅マオイトーの周辺から優しく見守っ

て頂きますようお願いいたします。（5 月 29 日現在、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた

め鳥の駅マオイトーは閉鎖中です。） 

見学の際の注意事項をまとめた舞鶴遊水地野鳥観察ガイド（下記URLご参照）もご活用ください。

また、適切な身体的距離の確保、咳エチケットなど、新型コロナウイルス感染拡大防止へのご協力

をお願いします。 

＜舞鶴遊水地野鳥観察ガイド＞ 

https://www.hkd.mlit.go.jp/sp/kasen_keikaku/kluhh40000001qwn-att/gburoi000000uzef.pdf 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※専門家のご指導のもと、職員等がタンチョウに配慮しながらの繁殖状況調査や遊水地の維持管理作業

のために、当該区域へ立ち入ることがあります。 
※立ち入り制限の範囲は状況に応じて見直す場合があります。 

 
   

＜タンチョウも住めるまちづくり検討協議会＞ 

札幌開発建設部 HP： https://www.hkd.mlit.go.jp/sp/kasen_keikaku/kluhh40000001qwn.html 

長沼町 HP： https://www.maoi-net.jp/gyosei/tantyou.htm 

 

 

 

 

【問合せ先】国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部 

河川計画課 課長  岩井 真央 （電話番号 011-611-0329 ダイヤルイン） 

河川計画課 調査官 髙橋 賢司 （電話番号 011-611-0329 ダイヤルイン） 

札幌開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/sp/ 

「タンチョウも住めるまちづくり」 
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TEL: 0123-24-1114
TEL: 0123-76-8015


